
 

 

平成23年10月19日 

 

各  位 

会 社 名 株 式 会 社 イ ン デ ッ ク ス 

代 表 者 名 代表取締役社長  落合 善美 

 （ＪＡＳＤＡＱ・コード4835） 

問 合 せ 先  

役職・氏名 常務取締役  村上 幸正 

電 話 03-5779-5080 

 

特別利益、営業外費用および特別損失の発生 

ならびに業績予想の修正に関するお知らせ 
 

当社は、平成23年８月期第４四半期会計期間（平成23年６月１日～平成23年８月31日）において、特別

利益、営業外費用および特別損失が発生することとなりましたので、下記のとおりお知らせするとともに、

当該特別利益、営業外費用および特別損失の計上および最近の業績動向等を踏まえ、平成22年10月20日に

発表いたしました平成23年８月期通期（平成22年９月１日～平成23年８月31日）の業績予想を修正いたし

ましたので、併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別利益の発生について 

平成23年８月期第４四半期会計期間の個別財務諸表において、過去に引当計上した子会社に対する金銭

債権の再評価を行い、戻し入れを行った結果、2,535 百万円の特別利益を計上いたします。なお、当該特

別利益の発生について、連結財務諸表上の影響はありません。 

 

２．営業外費用の発生について 

平成23年８月期第４四半期会計期間において、支払利息および貸倒引当金等の発生により、営業外費用

として2,084百万円を計上いたします。その主な内容は以下のとおりであります。 

 

（１）支払利息 個別：836百万円、連結：895百万円 

金融機関からの借入金の支払利息等であります。 

 

（２）貸倒引当金繰入額 個別279百万円、連結：766百万円 

  金銭債権の評価を行った結果、引当処理を行うものであります。 

 

３．特別損失の発生について 

平成23年８月期第４四半期会計期間において、固定資産除却損、投資有価証券売関係会社株式売却損、

投資有価証券評価損、関係会社株式評価損およびその他特別損失等の発生により、特別損失として 4,528

百万円を計上いたします。その主な内容は以下のとおりであります。 

 

（１）関係会社株式売却損 個別：523百万円 

株式会社ロッソインデックスの株式譲渡に伴う売却損等であります。 
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（２）固定資産除却損 連結：205百万円 

主に保有するソフトウェアについて資産性の評価を行った結果、除却処理を行うものであります。 

 

（３）投資有価証券評価損 個別：328百万円、連結：555百万円 

投資有価証券評価の詳細につきましては、下記３に記載のとおりであります。 

 

（４）貸倒引当金繰入額 連結：1,696百万円 

金銭債権の評価を行った結果、引当処理を行うものであります。 

 

（５）抱合せ株式消滅差損 個別：1,509百万円 

当社による子会社２社（株式会社インデックスおよび株式会社アトラス）の吸収合併により、同２社

株式が消滅したことによる損益であります。なお、本件について連結上の影響はありません。 

 

（６）事業再編損 個別・連結：480百万円 

システムソリューションの事業案件の再編、フィーチャーフォン向けシステム開発事業の見直し、お

よび中国事業の一部再編に伴う損益であります。 

 

（７）その他特別損失 個別：1,001百万円、連結：1,527百万円 

その他特別損失の主な内訳は、持分法適用会社であるGRENOBLE FOOT 38 SASPの解散および清算に伴

う関係会社清算損として184百万円、事務所移転費として36百万円、東日本大震災の影響による損失と

して30百万円、アミューズメントマシン事業における筺体不具合対策費用として271百万円等でありま

す。 

 

４．投資有価証券評価損について 

（１）概要 

保有する投資有価証券につき、時価のあるものについては、時価が著しく下落しその回復が困難であ

ると認められたことから、時価のないものについては、実質価値の下落が一時的でないものと判断され

たことから、それぞれ減損処理を行った結果、平成23年８月期第４四半期会計期間において投資有価証

券評価損555百万円を特別損失として計上いたします。 

 

（２）平成23年８月期第４四半期の投資有価証券評価損計上額 

  連結 個別 

（Ａ） 平成23年８月期第４四半期の投資有

価証券評価損計上額 

555百万円 328百万円 

（Ｂ） 平成22年８月期の純資産の額 

（Ａ／Ｂ×100） 

6,044百万円 

（9.18％） 

2,618百万円 

（12.53％） 

（Ｃ） 平成22年８月期の売上高の2／100 

（Ａ／Ｃ×100） 

694百万円 

（80.20％） 

16百万円 

（2,050.00％） 

（Ｄ） 平成22年８月期の売上高の１／100 

（Ａ／Ｄ×100） 

347百万円 

（159.94％） 

８百万円 

（4,100.00％） 

（注）１．当社の決算期末は、８月31日であります。 

（注）２．平成22年８月は、持株会社であったため、個別の数値は持株会社としての数値であります。 
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５．平成23年８月期通期（平成22年９月１日～平成23年８月31日）連結業績予想の修正について 

（１）平成23年８月期通期の業績予想の修正 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株あたり 

当期純利益 

前回発表予想 （Ａ） 30,700 3,030 1,520 1,300 339.39円 

今回修正予想 （Ｂ） 22,934 978 △320 △4,498 △1,146.93円 

増減額 （Ｂ－Ａ） △7,766 △2,052 △1,840 △5,798 △1,486.32円 

増減額 （％） △25.30 △67.72 △121.05 － － 

（ご参考）前期（平成 22 年８月期）実績 34,735 2,771 1,308 △7,376 △2,049.36円 

 

（２）平成23年８月期通期の業績予想の修正理由 

①売上高 

前回発表いたしました予想より7,766百万円の減益となる予定であります。主な理由としては、以

下のとおりであります。 

 

・ネット＆ゲーム事業 

当社におけるソーシャルゲームのサービス開始遅延、東日本大震災による受託案件のキャンセル、

中国事業の一部再編により約130百万円、株式会社ロッソインデックスにおける国内オンラインゲ

ームの低迷、および当社欧州子会社であるIndex Multimedia SAにおけるコンテンツ販売の苦戦、

フランス国内の規制強化を想定した事業案件の譲渡等の影響により、ネット＆ゲーム事業における

売上高は18,452百万円となる見込みであります。 

 

・モバイルデバイス事業 

株式会社ネットインデックスにおける東日本大震災の発生に伴う製造スケジュール遅延、東北地区

の店舗休業による売上減、および特定の製品における製造段階で発生した不具合対応による製造遅

延による影響等により、モバイルデバイス事業の売上高は2,912百万円となる見込みであります。 

 

・映像事業 

株式会社マッドハウスの連結除外に伴う売上高の減少等の影響により、映像事業の売上高は2,177

百万円となる見込みであります。 

 

②営業利益 

売上高の修正理由に記載のとおり、前回発表いたしました予想より2,052百万円の減益となる予定

であります。 

 

③経常利益 

売上高の修正理由に記載のほか、営業外費用の発生に伴い、前回発表いたしました予想より1,840

百万円の減益となる予定であります。 

 

  ④当期純利益 

特別損失の発生等に伴い、前回発表いたしました予想より5,798百万円の減益となる見込みであり

ます。 

 

 

以 上 


